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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の装置におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　第２の装置が前記第１の装置と通信することが許可される基本サービスセット動作チ
ャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを
設定することと、
　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に、サブチャネル選択送信プロシージャについて動作チャネ
ルのセットを定義することと、ここで、動作チャネルの前記セットは、前記第１の装置と
通信するために前記第２の装置がそれを介して前記少なくとも１つのプライマリチャネル
の前記ロケーションを変更することが許可される少なくとも１つのチャネルを備える、
　　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　動作チャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置が利用
可能なチャネルの数に基づいて定義される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられた少なくとも１つのチャネルが、動作チャネルの前記セ
ットに関連付けられた、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられたどのチャネルも、動作チャネルの前記セットに関連付
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けられない、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、動作チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのチャネルに関連
付けられたオフセットを示すことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　動作チャネルの前記セットのロケーションを識別するために、前記Ｏｐ　ＣＷにおける
前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションに関連付けられたオフセッ
トを示すことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）を介して、動作チャネルの前記セッ
トのうちの前記少なくとも１つのチャネルの各々のロケーションを示すことであって、前
記ＣＡＢが、動作チャネルの前記セットのうちの１つのチャネルを各ビットが識別する少
なくとも１つのビットを備える、示すこと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＡＢが１６ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちの１－
ＭＨｚチャネルを識別する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＡＢが８ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちのＸ－Ｍ
Ｈｚチャネルを識別し、ここで、Ｘは前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプラ
イマリチャネルの幅である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　通信のためにイネーブルされたチャネルの数を指定するビットマップを示すことを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、前記ビットマップによって指定された少なくとも１つのチャネルに関
連付けられたオフセットを示すことをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　前記ビットマップによって指定された各チャネルの帯域幅を示すことを備える、請求
項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　データ単位を送信するための前記第２の装置についての最大帯域幅を示すことを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための第１の装置であって、
　　第２の装置が前記第１の装置と通信することが許可される基本サービスセット動作チ
ャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを
設定するための手段と、
　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に、サブチャネル選択送信プロシージャについて動作チャネ
ルのセットを定義するための手段と、ここで、動作チャネルの前記セットは、前記第１の
装置と通信するために前記第２の装置がそれを介して前記少なくとも１つのプライマリチ
ャネルの前記ロケーションを変更することが許可される少なくとも１つのチャネルを備え
る、
　　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すための手段と



(3) JP 6178007 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

　を備える、第１の装置。
【請求項１５】
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、動作チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのチャネルに関連
付けられたオフセット、または、動作チャネルの前記セットのロケーションを識別するた
めに、前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーシ
ョンに関連付けられたオフセットを示すための手段をさらに備える、請求項１４に記載の
第１の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その開示の全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１
３年１０月２８日に出願された「ENHANCEMENTS TO SUBCHANNEL SELECTIVE TRANSMISSION 
PROCEDURE」と題する、米国仮出願第６１／８９６，６３４号と、２０１３年１１月６日
に出願された「ENHANCEMENTS TO SUBCHANNEL SELECTIVE TRANSMISSION PROCEDURE」と題
する、米国仮出願第６１／９００，９９５号と、２０１４年１０月２７日に出願された「
ENHANCEMENTS TO SUBCHANNEL SELECTIVE TRANSMISSION PROCEDURE」と題する、米国特許
出願第１４／５２５，０８５号との利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通信システ
ムにおけるサブチャネル選択送信（ＳＳＴ）プロシージャを改善することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイド
エリアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカ
ルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定される。ネットワークはま
た、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用されるスイッチン
グ／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信に採用される物理媒
体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット
（たとえば、インターネットプロトコルスイート、同期光ネットワーキング（ＳＯＮＥＴ
）、イーサネット（登録商標）など）に応じて異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、そのため動的
接続性の必要があるとき、またはネットワークアーキテクチャが、固定ではなくアドホッ
クなトポロジーで形成される場合に、しばしば好適である。ワイヤレスネットワークは、
無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域内の電磁波を使用して、非誘導伝搬モー
ドで無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利なことに、固定有線ネッ
トワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを容易にする。
【０００５】
　[0005]いくつかのワイヤレスネットワークでは、アクセスポイント（ＡＰ）に関連付け
られたデバイスは、そのＡＰによって選択されたプライマリチャネル上で信号を送信およ
び受信することが許可される。サブチャネル選択送信（ＳＳＴ）プロシージャに従うと、
デバイスは、許容される動作チャネル幅の範囲内でプライマリチャネルのロケーションを
動的に変更することが許可される。ＳＳＴプロシージャのための改善されたシステム、方
法、およびデバイスが望まれる。
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【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、各々、いくつかの態様を有してお
り、それらのうちの単一の態様が単独で本発明の望ましい属性を担うわけではない。次に
、特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いくつかの特徴
について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」と
題するセクションを読めば、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるデバイス
のための改善された狭帯域チャネル選択を含む利点をどのように提供するかが理解されよ
う。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様は、プロセッサを含むワイヤレス通信のための第１の装置を提供
する。プロセッサは、第２の装置が第１の装置と通信することが許可される動作チャネル
幅（Ｏｐ　ＣＷ：operating channel width）において少なくとも１つのプライマリチャ
ネルのロケーションを設定するように構成される。プロセッサは、Ｏｐ　ＣＷとは独立に
動作チャネルのセットを定義し得、ここにおいて、動作チャネルのセットは、第１の装置
と通信するために第２の装置がそれを介して少なくとも１つのプライマリチャネルのロケ
ーションを変更することが許可される少なくとも１つのチャネルを含む。プロセッサは、
さらに、動作チャネルのセットを第２の装置に示し、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つ
のプライマリチャネルのロケーションを識別するために動作チャネルのセットのうちの少
なくとも１つのチャネルに関連付けられたオフセットを示し、動作チャネルのセットのロ
ケーションを識別するためにＯｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルの
ロケーションに関連付けられたオフセットを示し得る。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、第２の装置が第１の装置と通信することが許可される動作
チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーション
を設定することと、Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義することであって
、動作チャネルのセットは、第１の装置と通信するために第２の装置がそれを介して少な
くとも１つのプライマリチャネルのロケーションを変更することが許可される少なくとも
１つのチャネルを備える、定義することと、動作チャネルのセットを第２の装置に示すこ
とと、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを識別す
るために動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つのチャネルに関連付けられたオフ
セットを示すことと、動作チャネルのセットのロケーションを識別するためにＯｐ　ＣＷ
における少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションに関連付けられたオフセッ
トを示すこととを含む、第１の装置におけるワイヤレス通信の方法を提供する。
【０００９】
　[0009]本開示の一態様は、第２の装置が第１の装置と通信することが許可される動作チ
ャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを
設定するための手段と、Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義するための手
段であって、動作チャネルのセットは、第１の装置と通信するために第２の装置がそれを
介して少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを変更することが許可される
少なくとも１つのチャネルを備える、定義するための手段と、動作チャネルのセットを第
２の装置に示すための手段と、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネル
のロケーションを識別するために動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つのチャネ
ルに関連付けられたオフセットを示すための手段と、動作チャネルのセットのロケーショ
ンを識別するためにＯｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーシ
ョンに関連付けられたオフセットを示すための手段とを含む、ワイヤレス通信のための第
１の装置を提供する。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、第１の装置におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ
プログラム製品を提供し、該コンピュータプログラム製品は、第２の装置が第１の装置と
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通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプラ
イマリチャネルのロケーションを設定することと、Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルの
セットを定義することであって、動作チャネルのセットは、第１の装置と通信するために
第２の装置がそれを介して少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを変更す
ることが許可される少なくとも１つのチャネルを備える、定義することと、動作チャネル
のセットを第２の装置に示すことと、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチ
ャネルのロケーションを識別するために動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つの
チャネルに関連付けられたオフセットを示すことと、動作チャネルのセットのロケーショ
ンを識別するためにＯｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーシ
ョンに関連付けられたオフセットを示すこととを行うように実行可能な命令を有するコン
ピュータ可読媒体を備える。
【００１１】
　[0011]本開示のさらなる態様は、少なくとも１つのアンテナと、処理システムとを含む
、ワイヤレス通信のためのアクセスポイントを提供する。処理システムは、装置がアクセ
スポイントと通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくと
も１つのプライマリチャネルのロケーションを設定することと、Ｏｐ　ＣＷとは独立に動
作チャネルのセットを定義することであって、動作チャネルのセットが、アクセスポイン
トと通信するために装置がそれを介して少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーシ
ョンを変更することが許可される少なくとも１つのチャネルを備える、定義することと、
動作チャネルのセットを、少なくとも１つのアンテナを介して装置に示すこととを行うよ
うに構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図で
ある。
【図２】[0013]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図である。
【図３Ａ】[0014]例示的なワイヤレス通信タイムラインを示す図である。
【図３Ｂ】[0015]例示的なワイヤレス通信タイムラインを示す図である。
【図４】[0016]例示的なワイヤレス通信タイムラインを示す図である。
【図５】[0017]物理チャネルから仮想チャネルへのマッピングの例を示す図である。
【図６】[0018]１６ＭＨｚのＳＳＴ動作帯域幅の例を示す図である。
【図７】[0019]ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャートである。
【図８】[0020]例示的なワイヤレス通信デバイスの機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0021]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様につい
て、以下でより詳細に説明する。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化さ
れ得るものであり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定
されるものと解釈されるべきでない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全にな
り、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように提供される。本明細書の教示に基づいて
、本開示の範囲が、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本開示の任
意の他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本明細書で開示される新規のシステム、
装置、および方法のいかなる態様もカバーするものであることを、当業者は諒解されたい
。たとえば、任意の数の本明細書に記載の態様を使用して、装置が実装され、または方法
が実践され得る。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載の本発明の様々な態様に加え
て、またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実践
されるそのような装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示される任意の
態様が請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解されたい。
【００１４】



(6) JP 6178007 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

　[0022]本明細書では特定の態様が記載されるが、これらの態様の多くの変形形態および
置換は本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点が言及されるが
、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、そのうちのいくつかが、例として図および好まし
い態様の以下の説明で示される。発明を実施するための形態および図面は、限定的なもの
ではなく本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲およびそ
の均等物によって定義される。
【００１５】
　[0023]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネット
ワーキングプロトコルを採用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され
得る。本明細書に記載される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなどの任意の通信規格
に適用することができる。
【００１６】
　[0024]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域内のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳ
ＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、８０２．１１ａｈプロトコルに従って
送信され得る。さらに、ワイヤレス信号は、８０２．１１ａｈの狭帯域、たとえば１ＭＨ
ｚまたは２ＭＨｚチャネルにおいて送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装は
、センサ、メータリング、およびスマートグリッドネットワークに使用され得る。有利な
ことに、８０２．１１ａｈプロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイ
ヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費することがあり、および／
または比較的長い距離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信
するために使用され得る。
【００１７】
　[0025]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）およびクライアント（ステーションまたは「ＳＴＡ」とも呼
ばれる）が存在し得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局の役割を果た
すことができ、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザの役割を果たす。たとえば、ＳＴＡは、ラップ
トップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例で
は、ＳＴＡは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を
得るために、ＷｉＦｉ（登録商標）（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２
．１１プロトコル）準拠のワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形
態では、ＳＴＡはＡＰとして使用される場合もある。
【００１８】
　[0026]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、送受信基地局（「
ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線ト
ランシーバ、もしくは何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装される
か、またはそれらのいずれかとして知られ得る。
【００１９】
　[0027]ステーション「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者
ユニット、移動局、リモートステーション、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェ
ント、ユーザデバイス、ユーザ機器、もしくは何らかの他の用語を備えるか、それらのい
ずれかとして実装されるか、またはそれらのいずれかとして知られ得る。いくつかの実装
形態では、アクセス端末は、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「
ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）ステーション、携帯情報端末
（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレス
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モデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを備えることができる。したがって
、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまた
はスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイ
ス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）
、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星
ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイ
ヤレス媒体を介して通信するように構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得
る。
【００２０】
　[0028]上記で説明されたように、本明細書に記載されるいくつかのデバイスは、たとえ
ば、８０２．１１ａｈ規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡとし
て使用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわら
ず、スマートメータリングのために、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用
され得る。そのようなデバイスは、センサアプリケーションを提供できるか、またはホー
ムオートメーションにおいて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは追加として、た
とえばパーソナルヘルスケアのためにヘルスケアコンテキストにおいて使用され得る。そ
れらはまた、（たとえばホットスポットとともに使用する）拡張範囲インターネット接続
性を可能にするため、またはマシンツーマシン通信を実装するために、監視（surveillan
ce）に使用され得る。
【００２１】
　[0029]ステーションおよびＡＰなどのワイヤレスノードは、８０２．１１ａｈ規格に準
拠するネットワークなどの、キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）タイプのネットワー
クにおいて対話することができる。ＣＳＭＡは、確率的媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロ
トコルである。「キャリア検知」は、媒体上で送信しようと試みるノードが、それ自体の
送信を送ろうと試みる前に、搬送波を検出するためにその受信機からのフィードバックを
使用できることを表す。「多重アクセス」は、複数のノードが共有媒体上で送信および受
信できることを表す。したがって、ＣＳＭＡタイプのネットワークでは、送信ノードは媒
体を検知し、媒体がビジーである（すなわち、別のノードが媒体上で送信している）場合
、送信ノードはその送信を後の時間に延期する。しかしながら、媒体がフリーとして検知
された場合、送信ノードは媒体上でそのデータを送信することができる。
【００２２】
　[0030]ノードが媒体上で送信しようと試みる前に媒体の状態を決定するために、クリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ）が使用される。ＣＣＡプロシージャは、ノードの受信機
がオンにされ、ノードがパケットなどのデータユニットを現在送信していない間に実行さ
れる。ノードは、たとえば、パケットのＰＨＹプリアンブルを検出することによってパケ
ットの開始を検出することによって、媒体がクリアであるかどうかを検知することができ
、これはプリアンブル検出と呼ばれることがある。さらに、ノードは、たとえば、信号（
ＳＩＧ）フィールド内の確認応答（ＡＣＫ）インジケーションからの延期時間または遅延
時間を推定することができる。プリアンブル検出方法は、比較的弱い信号を検出すること
ができる。したがって、この方法では検出しきい値は低い。代替の方法は、電波上（on t
he air）で何らかのエネルギーを検出することであり、これはエネルギー検出と呼ばれる
ことがある。エネルギー検出は、一度に１つまたは複数のチャネルを検知するために使用
され得る。エネルギー検出方法は、パケットの開始を検出することよりも比較的困難であ
り、比較的強い信号しか検出しないことがある。したがって、プリアンブル検出に比べて
、この方法では検出しきい値はより高い。概して、媒体上での別の送信の検出は、送信の
受信電力の関数であり、受信電力は、送信電力から経路損失を減じたものである。
【００２３】
　[0031]ＣＳＭＡは、頻繁には使用されない媒体について特に有効であるが、媒体がそれ
に同時にアクセスしようと試みる多くのデバイスで混雑した場合には性能劣化が起こるこ
とがある。複数の送信ノードが一度に媒体を使用しようと試みるとき、同時送信間の衝突
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が生じることがあり、送信されたデータが失われ、または破損することがある。ワイヤレ
スデータ通信では、概して、媒体上で送信している間に媒体をリッスンすることが不可能
であるので、衝突検出は可能ではない。さらに、１つのノードによる送信は、概して、送
信ノードのレンジ内にある媒体を使用する他のノードによってのみ受信される。これは隠
れノード問題として知られ、それにより、たとえば、受信ノードに送信することを望む、
受信ノードのレンジ内にある第１のノードは、受信ノードへと現在送信している第２のノ
ードのレンジ内になく、したがって、第１のノードは、第２のノードが受信ノードへと送
信しており、したがって媒体を占有していることを知ることができない。そのような状況
では、第１のノードは、媒体がフリーであることを検知し、送信を開始することができ、
それにより、次いで受信ノードにおいて衝突とデータの紛失とを引き起こすことがある。
したがって、衝突領域内のすべての送信ノード間で媒体へのアクセスをいくらか均等に分
割しようと試みることによってＣＳＭＡのパフォーマンスを改善するために、衝突回避方
式が使用される。注目すべきは、衝突回避は、媒体の性質、この場合は無線周波数スペク
トル、に起因する衝突検出とは異なることである。
【００２４】
　[0032]衝突回避（ＣＡ）を利用するＣＳＭＡネットワークでは、送信することを望むノ
ードは、はじめに媒体を検知し、媒体がビジーである場合、ある時間期間の間延期または
遅延する（すなわち送信しない）。延期（deferral）の期間の後に、ランダム化されたバ
ックオフ期間（すなわち、送信することを望むノードが媒体にアクセスしようと試みない
追加の時間期間）が続く。バックオフ期間は、同時に媒体にアクセスしようと試みる異な
るノード間の競合を解消するために使用される。バックオフ期間は、コンテンションウィ
ンドウと呼ばれることもある。バックオフでは、媒体にアクセスしようと試みる各ノード
が、ある範囲内で乱数を選定し、媒体にアクセスしようと試みる前に選定された数のタイ
ムスロットの間待機すること、および、異なるノードが媒体に以前にアクセスしたかどう
かをチェックすることを必要とする。スロット時間は、前のスロットの始めに別のノード
が媒体にアクセスしたかどうかをあるノードが常に決定することが可能であるように定義
される。特に、８０２．１１規格は指数バックオフアルゴリズムを使用し、そこでは、ノ
ードは、スロットを選定し別のノードと衝突するたびに、範囲の最大数を指数関数的に増
加させることになる。一方、送信することを望むノードが、（８０２．１１規格では分散
フレーム間隔（ＤＩＦＳ：Distributed Inter Frame Space）、または他のケースではポ
イント協調機能フレーム間隔（ＰＩＦＳ：Point Coordination Function Inter Frame Sp
ace）と呼ばれる）指定された時間の間に媒体をフリーとして検知した場合、ノードは、
媒体上で送信することを許可される。送信した後に、受信ノードは、受信データの巡回冗
長検査（ＣＲＣ）を実行し、送信ノードに確認応答を返送することができる。送信ノード
による確認応答の受信は、衝突が生じていないことを送信ノードに示すことになる。同様
に、送信ノードで確認応答の受信がないことは、衝突が生じたことと、送信ノードがデー
タを再送すべきであることとを示す。
【００２５】
　[0033]加えて、ワイヤレスネットワークは、送信することを望むノードがそれにより最
初に送信要求（ＲＴＳ）と呼ばれる短い制御パケットを受信ノードに送信する、仮想キャ
リア検知を実施することができる。ＲＴＳは、応答の確認応答を含む送信のソースと、宛
先と、持続時間とを含むことができる。媒体がフリーである場合、受信ノードは、ＲＴＳ
と同じ情報を含み得る、送信可（ＣＴＳ）メッセージで応答する。ＲＴＳまたはＣＴＳの
いずれかのレンジ内の任意のノードは、その仮想キャリア検知インジケータ（ネットワー
ク割振りベクトル（ＮＡＶ）とも呼ばれる）を所与の持続時間の間セットし、その期間の
間媒体上で送信する試みを延期する。したがって、仮想キャリア検知を実施すると、隠れ
送信ノードによる受信ノードでの衝突の確率が低減される。ＲＴＳおよびＣＴＳのメッセ
ージフレームは、送信ノードによって送信されようとするフルメッセージフレームよりも
比較的短いので、ＲＴＳおよびＣＴＳの使用は、また、オーバーヘッドを低減し得る。す
なわち、送信ノードがＲＴＳを送り、ＣＴＳを受信せず、それにより受信側がビジーであ



(9) JP 6178007 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

ることを示し得るので、フルデータフレームを送り、確認応答を受信しないことと比較し
て、使用される媒体時間が短い。
【００２６】
　[0034]図１は、本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規
格に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通
信するＡＰ１０４を含み得る。
【００２７】
　[0035]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス
通信システム１００における送信に使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤ
ＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送受信され得る。この場合、ワイ
ヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代替として
、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送受信され得る。
この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得る。
【００２８】
　[0036]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を容易にする通信
リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１
つまたは複数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）
１１０と呼ばれることがある。代替として、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順
方向チャネルと呼ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チ
ャネルと呼ばれることがある。いくつかの態様では、ＤＬ通信は、ユニキャストまたはマ
ルチキャストのトラフィックインジケーションを含み得る。
【００２９】
　[0037]いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、著しいアナログデジタル変換（ＡＤＣ）ク
リッピングノイズを発生させずに、同時に２つ以上のチャネル上で該ＡＰ１０４がＵＬ通
信を受信できるように、隣接チャネル干渉（ＡＣＩ）を抑制することができる。ＡＰ１０
４は、たとえば、チャネルごとに別々の有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタを有する
ことによって、または増大されたビット幅をもつより長いＡＤＣバックオフ期間を有する
ことによって、ＡＣＩの抑制を改善することができる。
【００３０】
　[0038]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連
付けられ、通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４
を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能
し得ることに留意されたい。したがって、本明細書に記載されたＡＰ１０４の機能は、Ｓ
ＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって代替的に実行され得る。
【００３１】
　[0039]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、システム１００
の他のノードＳＴＡ１０６にビーコン信号（または単に「ビーコン」）を、１つまたは複
数のチャネル（たとえば、各チャネルが周波数帯域幅を含む複数の狭帯域チャネル）上で
送信することができ、ビーコン信号は、他のノードＳＴＡ１０６がそれらのタイミングを
ＡＰ１０４と同期させるのを助けることができ、または他の情報もしくは機能を提供する
ことができる。そのようなビーコンは周期的に送信され得る。一態様では、連続送信間の
期間はスーパーフレームと呼ばれることがある。ビーコンの送信は、いくつかのグループ
またはインターバルに分割され得る。一態様では、ビーコンは、限定はしないが、共通ク
ロックを設定するタイムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別
子、能力情報、スーパーフレーム持続時間、送信方向情報、受信方向情報、ネイバーリス
ト、および／または拡張ネイバーリストなどの情報を含むことがあり、それらのうちのい
くつかが以下でさらに詳細に記載される。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイス
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の間で共通の（たとえば共有された）情報と、所与のデバイスに固有の情報の両方を含み
得る。
【００３２】
　[0040]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送り、および／また
はＡＰ１０４から通信を受け取るために、ＡＰ１０４にアソシエートすることが必要であ
り得る。一態様では、アソシエートするための情報は、ＡＰ１０４によってブロードキャ
ストされるビーコンに含まれる。そのようなビーコンを受信するために、ＳＴＡ１０６は
、たとえば、カバレージ領域にわたって広カバレージ探索を実行することができる。探索
はまた、たとえば、灯台方式でカバレージ領域をスイープすることによってＳＴＡ１０６
によって実行され得る。アソシエートするための情報を受信した後、ＳＴＡ１０６は、ア
ソシエーションプローブまたは要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信することができる
。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網
（ＰＳＴＮ）などのより大きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを
使用することができる。
【００３３】
　[0041]図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバ
イス２０２の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細書に
記載される様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば、
ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、またはＳＴＡ１０６のうちの１つを備えるこ
とができる。
【００３４】
　[0042]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれることも
ある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得
るメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に提供することができる。メモリ
２０６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含む場合もある。
プロセッサ２０４は、通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論
理演算と算術演算とを実行する。メモリ２０６内の命令は、本明細書に記載される方法を
実施するように実行可能であり得る。
【００３５】
　[0043]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備えることがあり、またはその構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサ
は、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア
構成要素、専用ハードウェア有限ステートマシン、または情報の計算もしくは他の操作を
実行することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得
る。
【００３６】
　[0044]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈
されたい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コー
ド形式、または任意の他の適切なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは
複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書に記載される様々な機能を処理シス
テムに実行させる。
【００３７】
　[0045]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２とリモートロケー
ションとの間のデータの送信と受信とを可能にするために、送信機２１０および／または
受信機２１２を含み得るハウジング２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２とは
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組み合わされてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に
取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２
はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアン
テナを含み得る（図示せず）。
【００３８】
　[0046]送信機２１０は、たとえば、別のデバイスでデバイスのためにバッファリングさ
れた保留中のトラフィックを回復するように構成されたポーリングメッセージなどのメッ
セージをワイヤレスに送信するように構成され得る。たとえば、送信機２１０は、上記で
説明された、プロセッサ２０４によって生成されたポーリングメッセージを送信するよう
に構成され得る。ワイヤレスデバイス２０２がＡＰ１０４として実装または使用されると
きには、プロセッサ２０４は、ポーリングメッセージを処理するように構成され得る。ワ
イヤレスデバイス２０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるときには、プロセッ
サ２０４はまた、ポーリングメッセージを生成するように構成され得る。受信機２１２は
、たとえば、ポーリングメッセージをワイヤレスに受信するように構成され得る。
【００３９】
　[0047]さらに、ワイヤレスデバイス２０２がＡＰ１０４として実装されるまたは用いら
れるときには、プロセッサ２０４は、その上でＳＴＡ１０６がＡＰ１０４と通信すること
が許可される動作チャネル幅（）（たとえば、基本サービスセット（ＢＳＳ）のＯｐ　Ｃ
Ｗ）においてプライマリチャネルのロケーションを設定し、Ｏｐ　ＣＷとは独立であり得
る動作チャネルのセット（たとえば、サブチャネル選択送信（ＳＳＴ）のＯｐ　ＣＷ）を
定義するように構成され得、ここで、動作チャネルのセットは、ＡＰ１０４と通信するた
めにＳＴＡ１０６がそれを介してプライマリチャネルのロケーションを変更することが許
可されるチャネルを含む。プロセッサ２０４および／または送信機２１０は、また、動作
チャネルのセットをＳＴＡ１０６に示し、Ｏｐ　ＣＷにおけるプライマリチャネルのロケ
ーションを識別するために動作チャネルのセットのうちの１つのチャネルに関連付けられ
たオフセットを示し、動作チャネルのセットのロケーションを識別するためにＯｐ　ＣＷ
におけるプライマリチャネルのロケーションに関連付けられたオフセットを示すようにも
構成され得る。
【００４０】
　[0048]ワイヤレスデバイス２０２はまた、送受信機２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出し定量化するために使用され得る信号検出器２１８を含み得る。信号検出器２
１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力スペクト
ル密度および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバイス２０２は
また、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含
み得る。ＤＳＰ２２０は、送信用のパケットを生成するように構成され得る。いくつかの
態様では、パケットは物理層データユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００４１】
　[0049]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２は、ユーザインターフェース２
２２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン
、スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２は
、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／またはユーザからの入力
を受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００４２】
　[0050]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含むことがあり、な
らびに、データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含
み得る。ワイヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他のメカニズムを使用して、
互いに結合されるか、または互いに対する入力を受け付けるか、もしくは提供することが
できる。
【００４３】
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　[0051]いくつかの別々の構成要素が図２に示されているが、それらの構成要素のうちの
１つまたは複数は、組み合わされるか、または共通に実装されることがある。たとえば、
プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上述された機能を実装するためだけでな
く、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上述された機能を実装するた
めにも使用され得る。さらに、図２に示された構成要素の各々は、複数の別々の要素を使
用して実装され得る。
【００４４】
　[0052]ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６を備えることがあ
り、たとえば、ポーリングメッセージ、ビーコン信号、もしくはページングメッセージを
含む様々な通信を送信および／または受信するために使用され得る。すなわち、ＡＰ１０
４またはＳＴＡ１０６のいずれも、ポーリングメッセージ、ビーコン信号、またはページ
ングメッセージの送信機または受信機として働くことができる。いくつかの態様は、信号
検出器２１８が、送信機または受信機の存在を検出するために、メモリ２０６およびプロ
セッサ２０４上で動作しているソフトウェアによって使用されることを企図する。ＡＰ１
０４とＳＴＡ１０６とは、狭帯域通信のための１つまたは複数のチャネル上で、メッセー
ジを受信または送信し得る。たとえば、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とは、８個または１６
個のチャネル上でのワイヤレス通信をサポートし得、ここで、各チャネルは、１ＭＨｚま
たは２ＭＨｚの周波数帯域である。
【００４５】
　[0053]ＳＴＡ１０６（図１）は、複数の動作モードを有することができる。たとえば、
ＳＴＡ１０６は、アクティブモードと呼ばれる第１の動作モードを有することができる。
アクティブモードでは、ＳＴＡ１０６は、「アウェイク」状態であり得、ＡＰ１０４とデ
ータをアクティブに送信／受信することができる。さらに、ＳＴＡ１０６は、省電力モー
ドと呼ばれる第２の動作モードを有することができる。省電力モードでは、ＳＴＡ１０６
は、「アウェイク」状態、またはＳＴＡ１０６がＡＰ１０４とデータをアクティブに送信
／受信しない「ドーズ」もしくは「スリープ」状態であり得る。たとえば、ＳＴＡ１０６
の受信機２１２、ならびに場合によってはＤＳＰ２２０および信号検出器２１８は、ドー
ズ状態において低減された電力消費を使用して動作することができる。さらに、省電力モ
ードでは、ＳＴＡ１０６は、時々アウェイク状態に入って、ＳＴＡ１０６がＡＰ１０４と
データを送受信することができるように、ある特定の時間に「ウェイクアップする」（た
とえば、アウェイク状態に入る）必要があるか否かをＳＴＡ１０６に示す、ＡＰ１０４か
らのメッセージ（たとえば、別のデバイスにバッファリングされた保留中のトラフィック
をワイヤレスデバイスが有するか否かをワイヤレスデバイスに示すように構成されたペー
ジングメッセージ）をリッスンすることができる。
【００４６】
　[0054]したがって、いくつかのワイヤレス通信システム１００（図１）では、ＡＰ１０
４は、ＡＰ１０４と同じネットワーク内の省電力モードにある複数のＳＴＡ１０６に、Ｓ
ＴＡ１０６がアウェイク状態またはドーズ状態にある必要があるか否かを示すページング
メッセージを送信することができる。たとえば、自身がページングされていないとＳＴＡ
１０６が決定した場合、ＳＴＡ１０６はドーズ状態に留まることができる。代替として、
自身がページングされ得るとＳＴＡ１０６が決定した場合、ＳＴＡ１０６は、一定期間ア
ウェイク状態に入ってページを受信し、さらにページに基づいてアウェイク状態にいつ入
るべきかを決定することができる。さらに、ＳＴＡ１０６は、ページングを受信した後、
一定期間アウェイク状態のままでいることができる。別の例では、ＳＴＡ１０６は、ペー
ジングされているときも、ページングされていないときも、本開示と矛盾しない他の方法
で機能するように構成され得る。たとえば、ＡＰ１０４がＳＴＡ１０６に送信すべきデー
タを有しているので、ページは、ＳＴＡ１０６が一定期間アウェイク状態に入るべきであ
ることを示すことができる。ＳＴＡ１０６は、一定期間アウェイク状態にいるときに、ポ
ーリングメッセージをＡＰ１０４に送ることによって、データについてＡＰ１０４をポー
リングすることができる。ポーリングメッセージに応答して、ＡＰ１０４はＳＴＡ１０６
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にデータを送信することができる。いくつかの態様では、ページングメッセージは、トラ
フィック識別マップ（ＴＩＭ）などのビットマップ（図示せず）を備え得る。いくつかの
そのような態様では、ビットマップはいくつかのビットを備え得る。これらのページング
メッセージは、ビーコンまたはＴＩＭのフレームでＡＰ１０４からＳＴＡ１０６に送られ
得る。ビットマップ内の各ビットは、複数のＳＴＡ１０６のうちの特定のＳＴＡ１０６に
対応することができ、各ビットの値（たとえば、０または１）は、特定のＳＴＡ１０６が
ＡＰ１０４においてバッファリングされた保留中のトラフィックを有するかどうかを示す
ことができる。
【００４７】
　[0055]さらに図１を参照すると、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４から受信された１つまた
は複数のメッセージに基づいて、１つまたは複数のチャネルの品質を推定することができ
る。たとえば、いくつかの実装形態では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４から、ビーコン信
号、ページングメッセージ、あるいはプリアンブル部分を含むパーシャルパケットを、８
個の異なる２ＭＨｚチャネルのうちの１つもしくは複数、または１６個の異なる１ＭＨｚ
チャネルのうちの１つもしくは複数において受信することができる。ＳＴＡ１０６は、受
信されたメッセージに基づいて、１ＭＨｚチャネルまたは２ＭＨｚチャネルのうちの１つ
または複数についての信号対雑音比を推定することができる。信号対雑音比が大きいほど
、ＳＴＡ１０６によって決定されたチャネルの推定品質は高くなる。したがって、ＳＴＡ
１０６は、次いで、各チャネルの推定品質に少なくとも部分的に基づいて、複数のチャネ
ルの相対的な品質を決定することができる。いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、２つ
以上のチャネルを同時にリッスンして、各チャネルの品質を推定することができる。
【００４８】
　[0056]また、いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、様々な手法を利用して、ＡＰ１０
４の動作モードまたはチャネル状態に応じてチャネルの品質を推定することができる。た
とえば、ＡＰ１０４がチャネルを頻繁には変更しない場合（たとえば、コヒーレンス時間
＞＞ビーコンインターバル）、ＳＴＡ１０６は、ビーコン信号に基づいて１つまたは複数
のチャネルの品質を推定することができる。ＡＰ１０４がチャネルを頻繁に変更する場合
（たとえば、コヒーレンス時間≒ビーコンインターバル）、ＳＴＡは、ＡＰ１０４によっ
て送信されたヌルデータパケット（ＮＤＰ）に基づいて、１つまたは複数のチャネルの品
質を推定することができる。さらに、いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、ビーコン信号
に続くチャネル推定期間を予約することができる。チャネル推定期間の間、ＡＰ１０４は
、たとえば、１つまたは複数のチャネルを介してＮＤＰを送ることができる。ＡＰ１０４
は、図３Ａの通信タイムライン３００に示されたように、１つまたは複数のチャネルの全
部または一部を介して、同時に（たとえば、すべての１ＭＨｚまたは２ＭＨｚチャネル内
で）ＮＤＰまたはビーコンフレームを送ることができる。たとえば、ＡＰ１０４は、時間
ｔ0およびｔ1において、チャネル１（ＣＨ１）、チャネル２（ＣＨ２）、チャネル３（Ｃ
Ｈ３）、およびチャネル４（ＣＨ４）上で、同時にＮＤＰまたはビーコンフレームを送信
することができる。いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、図３Ｂの通信タイムライン
３５０に示されたように、様々な時間に１つまたは複数のチャネルを介して１つまたは複
数のＮＤＰを送ることができる。たとえば、ＡＰ１０４は、時間ｔ0においてＣＨ１上で
１つのＮＤＰを送信し、時間ｔ1においてＣＨ２上で別のＮＤＰを送信し、時間ｔ2、ｔ3

、ｔ4、ｔ5、ｔ6、およびｔ7を通して１つのチャネル上で１つのＮＤＰを送信することを
継続し得る。いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、異なるターゲットビーコン送信時
間（ＴＢＴＴ）において１つまたは複数のチャネルを介して１つまたは複数のビーコンフ
レームを送り得る。たとえば、ＡＰ１０４は、時間ｔ0においてＣＨ１上で１つのビーコ
ンフレームを送信し、時間ｔ1において別のビーコンフレームＣＨ２を送信し、時間ｔ2、
ｔ3、ｔ4、ｔ5、ｔ6、およびｔ7を通じて１つのチャネル上で１つのビーコンフレームを
送信することを継続し得る。
【００４９】
　[0057]いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、任意の時間に任意のチャネル上でパケ
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ットを受信するように構成され得る。いくつかの実装形態では、２ＭＨｚよりも大きい動
作帯域幅を有するＡＰ１０４は、その動作帯域幅内の１ＭＨｚチャネルまたは２ＭＨｚチ
ャネルのうちの１つにおいてそのプライマリチャネルを設定することによって動作し得る
。ＡＰ１０４はまた、プライマリチャネル上のパケットのみを受信するように構成され得
る。ＡＰ１０４が任意のチャネル上のパケットを受信するように構成された場合、ＳＴＡ
１０６は、どのチャネルが使用され得るかを示す必要なしに、任意のチャネル上で任意の
時間にＡＰ１０４への送信を開始するように構成され得る。ＡＰ１０４がプライマリチャ
ネル上のみでパケットを受信するように構成された場合、ＳＴＡ１０６は、構成パケット
または別の方法を使用して、どのチャネル上でＳＴＡ１０６がＡＰ１０４に送信するかに
ついて、ＡＰ１０４に示すように構成され得る。
【００５０】
　[0058]ＡＰ１０４は、複数のチャネルのうちの、プリネゴシエーションされたもしくは
予め定義された周波数帯域（たとえば、最も低い周波数帯域のチャネル）など、プライマ
リチャネルと同一のチャネルを用いることがあり得、またはプライマリチャネルを変更す
ることがあり得る。ＡＰ１０４は、たとえば、規則的に間隔をあけられたインターバルの
間、または規則的に間隔をあけられていないインターバルであり得る他のインターバルの
間、どのチャネルがプライマリチャネルであるかを変更することができる。いくつかの実
装形態では、ＡＰ１０４は、図４の通信タイムライン４００に示されたように、規則的に
間隔をあけられたインターバルにおいて各チャネルを介して個別にＮＤＰまたはビーコン
フレームを送ることができ、次のＮＤＰまたはビーコンフレームが別のチャネル上で送ら
れるまで、ＮＤＰまたはビーコンフレームを直近に送ったチャネルをプライマリチャネル
として使用することができる。たとえば、ＡＰ１０４は、時間ｔ0においてＣＨ１上で１
つのＮＤＰまたはビーコンフレームを送信し、時間ｔ1においてＣＨ２上で別のＮＤＰを
送信し、時間ｔ2、ｔ3、ｔ4、ｔ5、ｔ6、およびｔ7を通して、１つのチャネル上で１つの
ＮＤＰを送信することを継続して、ＡＰ１０４のプライマリチャネルを周期的に変更する
ことができる。ＡＰ１０４に関連付けられ得るＳＴＡは、プライマリチャネルの位置（そ
のチャネルにおいてフレームを受信することによって、現在のプライマリチャネルの位置
、または、受信されたフレームに次のプライマリチャネルのための情報を含ませることに
よって、次のプライマリチャネルの位置、のいずれか）を知らされ得る。プライマリチャ
ネルの切替えは、ＳＴＡとのアソシエーションにおいて提供されるか、または後でＳＴＡ
との管理交換を通じて提供されるスケジュールとして、ＡＰ１０４によりＳＴＡに伝達さ
れ得る。この情報はビーコン信号に含まれ得る。たとえば、ＩＥＥＥの（拡張）チャネル
切替えアナウンスメントフレームまたは他の要素（たとえば、サブチャネル選択送信要素
）が、１つのチャネルから別のチャネルへの切替えを示すのに用いられ得る。要素は、さ
らに将来のチャネル切替えに関する情報も含むことによって、改善され得る。
【００５１】
　[0059]ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４がプライマリチャネルの変更をＳＴＡ１０６に通知
したときには、チャネルを切り替えないことがある。代わりに、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１
０４が別のチャネルに移動した後でも、その選択されたチャネルに留まり得る。この場合
、ＡＰ１０４の１つまたは複数の動作チャネルがＳＴＡ１０６の選択されたチャネルを含
まないことがあるので、ＳＴＡ１０６はＡＰ１０４にパケットを送らないことがある。Ｓ
ＴＡ１０６は、ＡＰがプライマリチャネルをＳＴＡ１０６の動作チャネルを含むチャネル
に戻すとすぐに、ＡＰ１０４との動作を再開することができる。いくつかの実装形態では
、ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４がどのチャネルに切り替えようとしているかをＳＴＡ１０６
に示さないことがある。ＳＴＡ１０６がチャネルを切り替えようとしていない場合、ＡＰ
１０４は、ＡＰ１０４がどのチャネルに乗ろうとしているかをＳＴＡ１０６に警告するの
ではなく、ＡＰ１０４がいつＳＴＡ１０６の選択されたチャネルに乗ろうとしているかを
ＳＴＡ１０６に警告することができる。いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ１
０４がいつチャネル上にいるかをチャネル上のＳＴＡが気付くように、チャネル上のその
動作がいつ始まり、いつ終わるかを示すことができる。この場合、所与のチャネル上のＢ
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ＳＳは、ＡＰ１０４がそのチャネル上にいる時間の一部の間だけアクティブでいることが
できる。ＡＰ１０４は、複数のチャネル上の同じ基本サービスセット識別情報（ＢＳＳＩ
Ｄ）とサービスセット識別情報（ＳＳＩＤ）とを使用することができるか、または異なる
チャネルについての異なるＢＳＳＩＤを使用することができる。さらに、ＡＰ１０４は、
そのビーコンフレームが送信されるチャネルに依存する異なる情報を含むビーコンフレー
ムを送ることがあり得る。
【００５２】
　[0060]ＳＴＡ１０６は、メッセージまたはデータの送信用に最高の品質を有するチャネ
ルを選択することができる。有利なことに、１ＭＨｚまたは２ＭＨｚチャネルは、２０Ｍ
Ｈｚチャネルよりも少ない周波数ダイバーシティに起因して高いマルチパスフェージング
マージンを必要とし得るので、たとえば、最高の品質を有する１ＭＨｚまたは２ＭＨｚチ
ャネルは、別のチャネルよりも低いマルチパスフェージングマージンを有し得る。したが
って、ＳＴＡ１０６はまた、たとえば、より高い送信レートで選択されたチャネル上のデ
ータ送信に成功することが可能であり得る。
【００５３】
　[0061]いくつかの実装形態では、ＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ１０６が、たとえ
ばＢＳＳ動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）など、ＢＳＳのために許容された動作チャネルと
してＡＰ１０４によって示されたチャネル上で、パケットを送信および受信する。一般的
に、ＡＰ１０４は、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷの許容された動作チャネルから、１つのチャネル
（たとえば、プライマリチャネル番号（ＰＣＮ））またはチャネルのサブセットを選択し
、選択された（１つまたは複数の）チャネルを（１つまたは複数の）プライマリチャネル
として用い得る。プライマリチャネルでは、ＢＳＳのＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ
１０６が、バックオフプロシージャを実行し、パケットを送信し、および／または相互に
管理フレームを交換する。プライマリチャネルとして選択されない残りの動作チャネルは
、セカンダリチャネルとして用いられる。セカンダリチャネルは、送信レートを増大させ
るために送信されるＰＰＤＵの帯域幅を拡張するように、ＳＴＡ１０６によって用いられ
得る。
【００５４】
　[0062]ＡＰ１０４がＢＳＳをセットアップすることで、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ（たとえば
、１ＭＨｚから１６ＭＨｚ）と、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ内のプライマリチャネル（ＰＣＮ）
のロケーションとが特定され得る。ある例では、ＡＰ１０４がＢＳＳをセットアップする
ことで、８ＭＨｚというＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷが特定され、２ＭＨｚのプライマリチャネル
が選択され、残りの６つのチャネルがセカンダリチャネルとして定義され得る。一態様で
は、ＡＰ１０４がＢＳＳをセットアップするときには、ＡＰ１０４は、ＢＳＳ　Ｏｐ　Ｃ
Ｗ内にプライマリチャネルの同じセットを維持し得、比較的長い切替え時間を有し得るチ
ャネル切替えプロシージャを用いて、プライマリチャネルを変更し得る。ＡＰ１０４に関
連付けられたＳＴＡ１０６は、それらのアソシエーション期間の間に、プライマリおよび
セカンダリチャネルのロケーションを前もって知り得るのであり、プライマリチャネルで
はない（または、プライマリチャネルを含まない）チャネルにおいて送信することが許可
されないことがあり得る。
【００５５】
　[0063]いくつかの実装形態では、サブチャネル選択送信（ＳＳＴ）プロシージャが、Ｓ
ＳＴのために構成されたＳＴＡ１０６が（１つまたは複数の）プライマリチャネルのロケ
ーションを動的に変更することを可能にするように提供され得る（たとえば、ビーコンイ
ンターバル内のあらゆるビーコンインターバルまたはあらゆる複数のサブインターバル）
。ＳＳＴのために構成されたＳＴＡ１０６は、その上でチャネルのサブセットを（一時的
な）プライマリチャネルとして動作させて用いる、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷの許容された動作
チャネルのサブセットを選択し得る。
【００５６】
　[0064]ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６（または、ＳＴＡのグループ）がある時間インター
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バルの間用いることが許されるＳＳＴチャネルのサブセットを、動的にシグナリングする
ことができる。許されたＳＳＴチャネルのサブセットは、たとえば、ＳＳＴ要素を（短い
）ビーコンまたは管理（または制御）フレームに含めることによって、シグナリングされ
得る。このシグナリングは、ＳＴＡ１０６がアクセスすることを許容されたチャネルと、
送信されたＰＰＤＵの最大帯域幅と、チャネルにアクセスするための開始時間とを含み得
る。ＳＳＴ要素は、以下のフォーマットを有し得る：　
【表１】

【００５７】
　[0065]上のＳＳＴ要素を参照すると、チャネルアクティビティビットマップのサブフィ
ールドは、所与の時間にその上で送信アクティビティが予想されるまたは許されるチャネ
ルを示すビットマップを含む。ＵＬアクティビティのサブフィールドとＤＬアクティビテ
ィのサブフィールドとは、ＵＬアクティビティ／ＤＬアクティビティのサブフィールドを
送信するＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ１０６が、アクティビティ開始時間のサブフ
ィールドによって示された時間においてチャネルアクティビティビットマップと最大送信
幅とのサブフィールドによって識別されたチャネルの上で送信することが許されているか
／受信することが予定されているか、を示すビットを含む。
【００５８】
　[0066]最大送信幅（Maximum Transmission Width）サブフィールドは、示されたチャネ
ル上での送信のための最大許容ＰＰＤＵ帯域幅を示す。アクティビティ開始時間のサブフ
ィールドは、対応するチャネルアクティビティビットマップのサブフィールドに示された
チャネル上でＡＰ１０４がいつアクティビティを予想するか、についての開始時間を定義
する値を含む。開始時間は、アクティビティ開始時間のサブフィールドを含むフレームの
送信から開始して、ＢＳＳのためのタイミング同期関数（ＴＳＦ）の１９の最下位ビット
がアクティビティ開始時間のサブフィールドにおける値と一致する次の時間と、同一であ
り得る。
【００５９】
　[0067]いくつかの実装形態では、ＳＳＴプロシージャをサポートするＢＳＳをセットア
ップすることを意図するＡＰ１０４は、ＳＳＴプロシージャから完全に利益を得るのに十
分な幅（たとえば、１６ＭＨｚ）を有するＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷを示すことを好み得る。た
とえば、広い帯域幅は、ＳＴＡ１０６に、プライマリチャネルのロケーションを変更する
ためにより多くのチャネル選択肢（たとえば、増加した数の利用可能なチャネル）を提供
する。しかし、これは、たとえば、ＢＳＳ動作が１ＭＨｚまたは２ＭＨｚだけのＢＳＳ　
Ｏｐ　ＣＷに制限されているというような、特定の国においてはＢＳＳ動作がチャネルの
うちの特定のサブセットに制限されるスペクトル規制制限などの様々な理由により、可能
ではない場合があり得る。よって、ＳＳＴ機能をＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷに結び付けることが
、ＳＳＴの利点を縮小してしまうため、望ましくないことがあり得る。
【００６０】
　[0068]いくつかの態様では、ＳＳＴプロシージャが、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷとは独立にＳ
ＳＴチャネルをＡＰ１０４がセットアップすることを可能にするように、改善され得る。
ＡＰ１０４は、たとえばＳＳＴ動作チャネル幅（ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷ）など、ＢＳＳ　Ｏ
ｐ　ＣＷとは独立であり得るかまたはＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷをＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷのサブセ
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ットとして含み得る、ＳＳＴプロシージャのための許容された動作チャネルのセットを指
定し得る。ＳＳＴをサポートするＡＰ１０４は、（ショート）ビーコン、プローブ／アソ
シエーション応答、および他の管理フレームに含まれ得る要素（たとえば、（Ｓ１Ｇ）能
力要素など）において、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷをアドバタイズし得る。ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷ
が、ＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ１０６がＳＳＴプロシージャにおいて用いること
を予想できる許容されたチャネルのセットを示す。一態様では、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷは、
ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷに関連付けられたチャネル（ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷに関連付けられた（
１つまたは複数の）プライマリチャネルを含む）を含み得る。別の態様では、ＳＳＴ　Ｏ
ｐ　ＣＷは、ＢＳのＯｐ　ＣＷに関連付けられたチャネルを含まず、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ
のロケーションに関しては、オフチャネルであり得る。
【００６１】
　[0069]いくつかの実装形態では、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷは、必ずしも連続的ではない物理
チャネルを、仮想的に連続であり得る仮想チャネルのセットにマッピングし得る。ＡＰ１
０４は、この物理チャネルから仮想チャネルへのマッピングを、管理フレームを介して、
関連付けられたＳＴＡ１０６にシグナリングし得る。あるいは、ＡＰ１０４が、知られて
いる予め定義されたマッピングを用いることもあり得る。さらに、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷは
、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷのＰＣＮに隣接する（および／または、それを含み得る）１組の連
続する物理チャネルに基づき得る。物理チャネルは、また、「オフセット」の数のチャネ
ルだけ離間されたものであり得、ここで、オフセットとは、ＳＳＴ要素、（Ｓ１Ｇ）能力
要素、または、ビーコン、アソシエーション要求／応答、もしくは管理フレームに含まれ
得る一般的で任意の要素に含まれ得る３ビット以上のオフセットフィールドによって通知
され得る符号付きの整数であり得る。
【００６２】
　[0070]図５は、物理チャネルから仮想チャネルへのマッピングの例を示す図５００であ
る。第１の例（例１）では、動作チャネルのセット（たとえば、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷ）５
１０が、必ずしも連続しない物理チャネルにマッピングされる仮想チャネル５１５のセッ
トを含み得る。例１では、ＡＰ１０４は、１ＭＨｚというＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷを用いて、
ＢＳＳをセットアップしたものと仮定され得る。第２の例（例２）では、動作チャネルの
セット（たとえば、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷ）５２０が、必ずしも連続しない物理チャネルに
マッピングされる仮想チャネル５２５のセットを含み得る。例２では、ＡＰ１０４は、２
ＭＨｚというＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷを用いて、ＢＳＳをセットアップしたものと仮定され得
る。ＰＣＮは、動作チャネルのセット５１０（たとえば、ＰＣＮ５３０）もしくは動作チ
ャネルのセット５２０（たとえば、ＰＣＮ５４０）に含まれるチャネルのうちの１つであ
り得るか、または、他のどこか（たとえば、ＳＳＴ動作帯域の外部）に位置し得る。
【００６３】
　[0071]いくつかの実装形態では、（１つまたは複数の）プライマリチャネルのロケーシ
ョンはＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ内のＳＴＡ１０６に知られているが、この（１つまたは複数の
）プライマリチャネルのロケーションが、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷが用いられるときには知ら
れていない場合があり得る。よって、ＡＰ１０４は、このプライマリチャネル（またはＰ
ＣＮ）のロケーションを示すために、オフセットを提供し得る。このオフセットは、現在
の一時的なプライマリチャネルに対するプライマリチャネル（またはＰＣＮ）のロケーシ
ョンを示し得る。あるいは、このオフセットは、プライマリチャネル（またはＰＣＮ）に
対する現在の一時的なプライマリチャネルのロケーションを示し得る。
【００６４】
　[0072]一態様では、ＡＰ１０４は、ＳＳＴ要素またはいずれかの他の要素へのプライマ
リチャネルオフセットフィールドを含み得る（たとえば、Ｓ１Ｇ能力要素において）。プ
ライマリチャネルオフセットフィールドは、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷ内における、またはＳＳ
Ｔ　Ｏｐ　ＣＷに対する、プライマリチャネル（またはＰＣＮ）の位置を示し得る。オフ
セットは、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷまたはチャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）フ
ィールド内の異なるプレースホルダ（たとえば、チャネル数やビットなど）によって表さ
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れ得る。プライマリチャネル（またはＰＣＮ）の相対的位置は、ＣＡＢフィールドにおけ
る最下位ビットによって識別された最も低いチャネルとの関係で示され得る。あるいは、
プライマリチャネル（またはＰＣＮ）の相対的ロケーションは、ＣＡＢフィールドにおけ
る最上位ビットによって識別された最も高いチャネルとの関係で示され得る。たとえば、
プライマリチャネルオフセットが３ビットである場合には、（２ＭＨｚの）プライマリチ
ャネルのロケーションは、（各ビットが２ＭＨｚのＳＳＴチャネルを示す）８ビットのＣ
ＡＢにおいて一意的に識別され得る。１ＭＨｚのプライマリチャネルの識別（identifica
tion）は、追加的な１ビットによって識別されることが可能であり、これにより、１ＭＨ
ｚのプライマリチャネルが、２ＭＨｚのプライマリチャネル内で、２ＭＨｚのプライマリ
チャネルのより低いチャネルまたはより高いチャネルとして位置を特定され得る。１ＭＨ
ｚのプライマリチャネルのロケーションは、予め定義されていることもあり得る。
【００６５】
　[0073]別の態様では、ＡＰ１０４は、ＳＳＴ要素またはいずれかの他の要素へのＳＳＴ
　Ｏｐ　ＣＷオフセットフィールドを含み得る（たとえば、Ｓ１Ｇ能力要素において）。
ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷオフセットフィールドは、既存のプライマリチャネル（またはＰＣＮ
）との関係でのＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷの位置を示し得る。ＡＰ１０４がプライマリチャネル
とＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷとを用いてＢＳＳをセットアップしたであろうということを所与と
すると、プライマリチャネルのロケーションは、ＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ１０
６によって既に知られている場合があり得る。よって、ＳＳＴプロシージャのために構成
されたＳＴＡ１０６は、ＳＳＴ要素によって特定された１つまたは複数のアクティビティ
開始時間のためのＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷと最終的には一時的な（１つまたは複数の）プライ
マリチャネルとのロケーションを識別するために、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷオフセットを用い
得る。ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷは、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷとの関係では、帯域の外（out-of-ban
d）にあり得る。たとえば、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷオフセットは、３ビットの長さを有し得
、プライマリチャネルのロケーションとの関係で、チャネルアクティビティビットマップ
における最下位ビットの相対的ロケーションを示し得る（物理チャネルマッピングまたは
仮想チャネルマッピング）。よって、プライマリチャネルが所与のマッピング（たとえば
仮想マッピング）に対して５として識別される場合には、値４を有するＳＳＴ　Ｏｐ　Ｃ
Ｗオフセットは、（チャネルが、２ＭＨｚの単位と１６ＭＨｚのＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷとに
よって分割されると仮定すると）チャネル９から１６においてＳＳＴ動作が許容されると
いうことを示し得る。別の例では、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷオフセットは、４ビットの長さを
有し得るのであって、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷがプライマリチャネルのロケーションよりも上
に位置するかまたは下に位置するかを示すインジケーションを含み得る。さらに、ＳＳＴ
　Ｏｐ　ＣＷオフセットは、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ（またはＰＣＮ）との関係で、帯域のよ
り高い部分またはより低い部分に位置するＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷを識別する符号付きの整数
であり得る。
【００６６】
　[0074]一実装形態では、上で論じられたオフセットフィールドのうちの１つを含むため
に、１または複数のバイトがＳＳＴ要素に追加され得る。この１または複数のバイトは、
たとえば２から８ビットのサイズを有する１つまたは複数のオフセットを含み得る。他の
情報が、オフセットフィールドに追加されることもあり得る。たとえば、２ＭＨｚのプラ
イマリチャネル内における１ＭＨｚのプライマリチャネルのロケーションを示すために、
１ビットが追加され得る。よって、プライマリロケーションは、ＳＳＴ要素ベース、Ｓ１
Ｇ要素ベース、またはアクティビティ開始時間ベースで、動的にシグナリングされ得る。
別の実装形態では、上で論じられたオフセットフィールドの１つを含むために、アクティ
ビティ開始時間フィールドの長さが、１９から（１９－オフセットサイズ）まで短縮され
得る。たとえば、オフセットフィールドの長さが３ビットである場合には、アクティビテ
ィ開始時間フィールドは、１６ビット（１９ビット－３ビット＝１６ビット）まで短縮さ
れる。
【００６７】
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　[0075]一般的に、上述されたオフセットの記述は、たとえば、ターゲットウェイクタイ
ム（ＴＷＴ）要素または限定アクセスウィンドウ（ＲＡＷ）パラメータセット（ＲＰＳ）
要素など、同様のシグナリングを提供する複数の要素に適用され得る。
【００６８】
　[0076]一態様では、チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）フィールドの粒度
が、低下され得る。ＣＡＢフィールドは、８ビットの長さを有し、ＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷに
おける２ＭＨｚチャネルのロケーションを識別し得る。たとえばＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷの１
ＭＨｚチャネルのロケーションを識別するなど、より低い粒度を有するためには、ＣＡＢ
フィールドは、各ビットがＳＳＴ　Ｏｐ　ＣＷの１ＭＨｚチャネルを識別する、２バイト
（１６ビット）まで拡張され得る。
【００６９】
　[0077]いくつかの実装形態では、「広い帯域幅」のＢＳＳに関連付けられたＳＴＡ１０
６が、「狭帯域」のサブチャネル選択送信（ＳＳＴ）を実行し得る。一態様では、より広
い帯域幅（たとえば、１６ＭＨｚのＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ）をサポートするＢＳＳの１ＭＨ
ｚまたは２ＭＨｚチャネル上で動作することを望む（またはそれに限定された）ＳＴＡ１
０６は、そのより広い帯域幅内で最良のチャネルを発見し、そのチャネル上でフレームを
送信／受信し得る。ＳＴＡ１０６がチャネルのピークにおいて動作することができるので
、ＳＳＴは、狭帯域の送信を、不利から有利に転換するのである。
【００７０】
　[0078]広い帯域幅（広いＢＷ）の動作は、ＢＳＳ動作ＢＷに結合され得る。よって、Ｂ
ＳＳが限定された動作帯域幅（たとえば、１ＭＨｚのＢＳＳまたは２ＭＨｚのＢＳＳ）を
有する場合には、ＳＳＴプロシージャを実行することが可能ではないことがあり得る。限
定された動作帯域幅を有するＢＳＳにおけるＳＳＴ動作を可能にするために、広い帯域幅
の動作が、ＢＳＳ動作ＢＷから分離され得る（しかし、ＢＳＳ動作ＢＷを含み得る）。
【００７１】
　[0079]一態様では、広い帯域幅の動作が、ＢＳＳ動作ＢＷを拡張するＳＳＴ動作ＢＷと
して定義され得る。たとえば、２ＭＨｚのＢＳＳ動作ＢＷを用いてＢＳＳをセットアップ
するＡＰ１０４は、１６ＭＨｚのＳＳＴ動作ＢＷにおける動作を示し得る。ＳＳＴをサポ
ートするＳＴＡ１０６は、予め定義されたＳＳＴプロシージャに従って、１６ＭＨｚのサ
ブチャネルのいずれかにおいて選択的に送信することができる。
【００７２】
　[0080]ＳＳＴ動作ＢＷでは、ＢＳＳのプライマリチャネルのロケーションは、各アクテ
ィビティ開始時間において、ＳＴＡ１０６に対して不明確（未知）であり得る。したがっ
て、ＡＰ１０４は、ＳＳＴ要素におけるＢＳＳのプライマリチャネルへのオフセットを含
み得る。このオフセットは、チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）におけるア
クティビティ開始時間においてプライマリチャネルの位置を特定し得る。ＣＡＢ内のプラ
イマリチャネルへのオフセットにより、ＳＳＴをサポートするＳＴＡ１０６が正常なＢＳ
Ｓ動作に戻ることが、可能になる。
【００７３】
　[0081]一態様では、ＳＳＴ動作要素は、以下のフォーマットを有し得る。　
【表２】
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　[0082]ＳＳＴ動作要素は、ＳＳＴイネーブルドチャネルビットマップ（SST Enabled Ch
annel Bitmap）フィールドと、プライマリチャネルオフセットフィールドと、最大送信幅
フィールドとを含み得る。ＳＳＴイネーブルドチャネルビットマップフィールドは、たと
えば、通信のためにイネーブルされたチャネルの数を示すなど、ＳＳＴをサポートするＳ
ＴＡ１０６がＳＳＴ動作のために用い得るチャネルのセットを示し得る。通信は、送信、
受信、または送信と受信の両方を含み得る。ＢＳＳは、示されたチャネルのセットのサブ
セット（プライマリチャネルを含む）において動作し得る。プライマリチャネルオフセッ
トフィールドは、ＳＳＴイネーブルドチャネルビットマップにおけるプライマリチャネル
のロケーションを示し得る。最大送信幅フィールドは、ＳＳＴをサポートするＳＴＡ１０
６によって送信されるＰＰＤＵの最大許容帯域幅を示し得る。とりわけ、独立の要素にお
けるＰＰＤＵの最大許容帯域幅を示すことにより、情報が、ターゲットウェイクタイム（
ＴＷＴ）要素または限定アクセスウィンドウ（ＲＡＷ）パラメータセット（ＲＰＳ）要素
のために用いられることが可能になる。ＳＳＴ動作要素は、オプションとして、ＳＳＴイ
ネーブルドチャネルビットマップにおける各チャネルの帯域幅（たとえば、１ＭＨｚまた
は２ＭＨｚ）を示し得る最小チャネル単位フィールドを含み得る。
【００７５】
　[0083]図６は、１６ＭＨｚのＳＳＴ動作帯域幅の例を示す図６００である。いくつかの
実装形態では、ＳＴＡ１０６は、デフォルトでは、ＢＳＳプライマリチャネル（たとえば
２ＭＨｚ）で動作し得、それぞれのＢＳＳ動作ＣＷ制限プロシージャに従い得る。ＳＳＴ
動作要素は、１６ＭＨｚのＳＳＴイネーブルド帯域幅を示し得、ここで、プライマリチャ
ネルロケーションは、ＳＳＴイネーブルドチャネルビットマップ内の位置１に特定され得
る。ＡＰ１０４は、さらに、ＳＳＴチャネル上のＰＰＤＵ送信のための帯域幅を縮小／増
大させるために、許可／制限を示し得る。チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ
）は、また、上述されたようにも用いられ得る。ＣＡＢは、１６ＭＨｚのＳＳＴ動作ＢＷ
上の狭い２ＭＨｚのサブチャネルに基づいて、所与の時間におけるＵＬ／ＤＬのためにイ
ネーブルされたチャネルを示し得る。
【００７６】
　[0084]いくつかの実装形態では、プライマリチャネルオフセットフィールドは、ＢＳＳ
（およびＢＳＳ動作ＢＷ）のプライマリチャネルロケーションを示し得る。たとえば、プ
ライマリチャネルオフセットフィールドは、ＳＳＴ動作（ＳＳＴ　ＢＷの最大使用可能Ｂ
Ｗ）の全体を通じて、静的なインジケーションを提供し得る。追加または代替として、プ
ライマリチャネルオフセットは、ＳＳＴ動作（２＊ＳＳＴ　ＢＷの最大使用可能ＢＷ）の
全体を通じて、動的なインジケーションを提供し得る。ＣＡＢフィールドは、１６ＭＨｚ
のＳＳＴ動作ＢＷ上の狭い２ＭＨｚのサブチャネルに基づいて、所与の時間におけるＵＬ
／ＤＬのためにイネーブルされたチャネルを示し得る。最大送信幅フィールドは、２、４
、８、および１６ＭＨｚの送信についてのマッピングを用いて、２ビットの長さを有し得
る。最大送信幅フィールドは、１、２、４、８、および１６ＭＨｚの送信についてのマッ
ピングを用いて、３ビットの長さに拡張され得る。
【００７７】
　[0085]一態様では、ＳＳＴ要素は、以下のフォーマットを有し得る。　



(21) JP 6178007 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

【表３】

【００７８】
　[0086]いくつかの実装形態では、ＳＳＴ要素のチャネルアクティビティスケジュールフ
ィールドは、所与の時間においてＵＬ／ＤＬのためにイネーブルされたチャネルを示すチ
ャネルアクティビティビットマップフィールドを含み得る。これによって、ＳＴＡ１０６
が、１６ＭＨｚの「広いＢＷ」動作ではなく、２ＭＨｚチャネルを選択することが可能に
なる。ＳＳＴをサポートするＳＴＡ１０６に有用な、ＳＳＴ要素のチャネルアクティビテ
ィスケジュールフィールドに含まれる他の情報は、アクティビティ開始時間、アクティビ
ティのタイプ（ＵＬ／ＤＬ）、最大送信幅、プライマリチャネルオフセットなどを含む。
ＳＳＴ動作ＢＷにおいて、ＢＳＳプライマリチャネルのロケーションは、各アクティビテ
ィの開始時間においては、ＳＴＡ１０６にとって、不明確（未知）であり得る。したがっ
て、ＡＰ１０４は、ＳＳＴ要素において、ＢＳＳプライマリチャネルへのオフセットを含
み得る。このオフセットは、チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）において、
アクティビティ開始時間でのプライマリチャネルの位置を特定し得る。
【００７９】
　[0087]一般的に、上述したオフセットの説明は、たとえば、ターゲットウェイクタイム
（ＴＷＴ）要素や限定アクセスウィンドウ（ＲＡＷ）パラメータセット（ＲＰＳ）要素な
ど、同様のシグナリングを提供する複数の要素に適用され得る。
【００８０】
　[0088]図７は、ワイヤレス通信の例示的な方法７００のフローチャートである。方法７
００は、第１の装置（たとえば、図２のワイヤレスデバイス２０２など）を使用して実行
され得る。方法７００は、図２のワイヤレスデバイス２０２の要素に関して以下で説明さ
れるが、本明細書に記載されたステップのうちの１つまたは複数を実施するために他の構
成要素が使用され得る。
【００８１】
　[0089]ブロック７０５では、第１の装置が、第２の装置が第１の装置と通信することが
許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネル
のロケーションを設定し得る。用語「通信」とは、送信、受信、または送信と受信の両方
、を含み得る。少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定することは、
たとえば、プロセッサ２０４によって実行され得る。
【００８２】
　[0090]ブロック７１０では、第１の装置が、動作チャネルのセット（たとえば、ＳＳＴ
　Ｏｐ　ＣＷ）を定義し得、これは、Ｏｐ　ＣＷとは独立であり得る。動作チャネルのセ
ットは、第１の装置と通信するために第２の装置が利用可能なチャネルの数に基づいて定
義され得る。動作チャネルのセットは、第１の装置と通信するために第２の装置がそれを
介して少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを変更することが許可される
少なくとも１つのチャネルを含み得る。一態様では、Ｏｐ　ＣＷに関連付けられた少なく
とも１つのチャネルは、動作チャネルのセットに関連付けられる。別の態様では、Ｏｐ　
ＣＷに関連付けられたどのチャネルも、動作チャネルのセットに関連付けられない。動作
チャネルのセットを定義することは、たとえば、プロセッサ２０４によって実行され得る
。
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【００８３】
　[0091]ブロック７１５では、第１の装置が、動作チャネルのセットを第２の装置に示し
得る。動作チャネルのセットを示すことは、動作チャネルのセットのうちの少なくとも１
つのチャネルの各々のロケーションを、チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）
を介して示すことを含み得る。ＣＡＢは、動作チャネルのセットのうちの１つのチャネル
を各ビットが識別する、少なくとも１つのビットを含み得る。一態様では、ＣＡＢは、動
作チャネルのセットのうちの１－ＭＨｚチャネルを各ビットが識別する、１６ビットを含
む。動作チャネルのセットのインジケーションは、たとえば、プロセッサ２０４および／
または送信機２１０によって、実行され得る。別の態様では、ＣＡＢは、動作チャネルの
セットのうちのＸ－ＭＨｚチャネルを各ビットが識別する、８ビットを含み、ここで、Ｘ
は、ＡＰ１０４がＢＳＳ動作のためにセットアップしたプライマリチャネルの幅として定
義される。たとえば、ＡＰ１０４が２ＭＨｚのＢＳＳをセットアップする場合には、各ビ
ットは、動作チャネルのセットの２ＭＨｚチャネルをそれぞれ識別する。
【００８４】
　[0092]さらなる態様では、動作チャネルのセットを示すことは、通信のためにイネーブ
ルされたチャネルの数を指定するビットマップ（たとえば、ＳＳＴイネーブルドチャネル
ビットマップ）を示すこと、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルの
ロケーションを識別するために、ビットマップによって指定された少なくとも１つのチャ
ネルに関連付けられたオフセット（たとえば、プライマリチャネルオフセット）を示すこ
と、ビットマップによって指定された各チャネルの帯域幅（たとえば、最小チャネル単位
）を示すこと、および／またはデータ単位を送信するための第２の装置についての最大帯
域幅（たとえば、最大送信幅）を示すこと、を含み得る。
【００８５】
　[0093]ブロック７２０では、第１の装置が、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプラ
イマリチャネルのロケーションを識別するために、動作チャネルのセットのうちの少なく
とも１つのチャネルに関連付けられたオフセットを示し得る。ブロック７２５では、第１
の装置が、動作チャネルのセットのロケーションを識別するために、Ｏｐ　ＣＷにおける
少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションに関連付けられたオフセットを示し
得る。いずれのオフセットのインジケーションも、たとえばプロセッサ２０４および／ま
たは送信機２１０によって、実行され得る。以上の説明ではオフセットに言及しているが
、一般的には、プライマリチャネルの任意のタイプの識別が好適であり得る、ということ
に注意すべきである。たとえば、第２のＯｐ　ＣＷにおけるプライマリチャネルは、たと
えばＳＳＴのＰＣＮなど、追加的なプライマリチャネル番号によっても、識別され得る。
一般的に、２つのプライマリチャネルの相対的ロケーションは、様々な方法でシグナリン
グされ得る。
【００８６】
　[0094]図８は、例示的なワイヤレス通信デバイス８００の機能ブロック図である。ワイ
ヤレス通信デバイス８００は、複数のチャネルを介して第２のデバイスからメッセージを
ワイヤレスに受信するように構成された受信機８０５を含むことができる。受信機８０５
は、受信機２１２に対応し得る。ワイヤレス通信デバイス８００は、第２のデバイスがワ
イヤレス通信デバイス８００と通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）
において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定し、Ｏｐ　ＣＷとは
独立に、ワイヤレス通信デバイス８００と通信するために第２のデバイスがそれを介して
少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを変更することが許可される少なく
とも１つのチャネルを備える動作チャネルのセットを定義し、動作チャネルのセットを第
２のデバイスに示し、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケー
ションを識別するために、動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つのチャネルに関
連付けられたオフセットを示し、動作チャネルのセットのロケーションを識別するために
、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションに関連付けら
れたオフセットを示す、ように構成された処理システム８１０をさらに含み得る。処理シ
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ステム８１０は、図７のブロック７０５、７１０、７１５、７２０、および７２５との関
係で、上で論じられた１つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。処理システ
ム８１０は、プロセッサ２０４に対応し得る。ワイヤレス通信デバイス８００は、動作チ
ャネルのセットを第２のデバイスに示し、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマ
リチャネルのロケーションを識別するために、動作チャネルのセットのうちの少なくとも
１つのチャネルに関連付けられたオフセットを示し、動作チャネルのセットのロケーショ
ンを識別するために、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケー
ションに関連付けられたオフセットを示す、ように構成された送信機８１５をさらに含み
得る。送信機８１５は、図７のブロック７１５、７２０、および７２５との関係で、上で
論じられた１つまたは複数の機能を実行するように構成され得る。送信機８１５は、送信
機２１０に対応し得る。
【００８７】
　[0095]さらに、一態様では、第２の装置が第１の装置と通信することが許可される動作
チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーション
を設定するための手段は、１つまたは複数のアルゴリズムを実行する処理システム８１０
を備え得る。たとえば、基本サービスセット（ＢＳＳ）をセットアップする処理システム
８１０は、そのＢＳＳ（たとえば、ＢＳＳ動作チャネル幅（ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ））のた
めに、許可された動作チャネルのセットを決定し得る。いったんＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷが決
定されると、処理システム８１０は、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷ内にプライマリチャネルのロケ
ーションを設定し、ＢＳＳ　Ｏｐ　ＣＷにおける残りのチャネルをセカンダリチャネルと
して定義し得る。
【００８８】
　[0096]別の態様では、Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義するための手
段は、１つまたは複数のアルゴリズムを実行する処理システム８１０を備え得る。たとえ
ば、処理システム８１０は、第２の装置が第１の装置と通信するために利用可能なチャネ
ルの数を決定し得る。いったん利用可能なチャネルの数が決定されると、処理システム８
１０は、第２の装置が、利用可能なチャネルの数に基づいて第１の装置と通信するために
、それを介して少なくとも１つプライマリチャネルのロケーションを変更することが許可
される少なくとも１つのチャネルを含むように、動作チャネルのセットを定義し得る。
【００８９】
　[0097]さらなる態様では、動作チャネルのセットを第２の装置に示すための手段は、１
つまたは複数のアルゴリズムを実行する処理システム８１０と送信機８１５とを備え得る
。たとえば、上述されたように、処理システム８１０は、第２の装置が第１の装置と通信
するために利用可能なチャネルの数を決定し得る。いったん利用可能なチャネルの数が決
定されると、処理システム８１０は、第２の装置が、利用可能なチャネルの数に基づいて
第１の装置と通信するために、それを介して少なくとも１つプライマリチャネルのロケー
ションを変更することが許可される少なくとも１つのチャネルを含むように、動作チャネ
ルのセットを定義し得る。その後で、送信機８１５が、動作チャネルのセットを第２の装
置に示すために、処理システム８１０によって、実行され得る。
【００９０】
　[0098]一態様では、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケー
ションを識別するために、動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つのチャネルに関
連付けられたオフセットを示すための手段と、動作チャネルのセットのロケーションを識
別するために、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーション
に関連付けられたオフセットを示すための手段と、Ｏｐ　ＣＷにおける少なくとも１つの
プライマリチャネルのロケーションを識別するために、ビットマップによって指定された
少なくとも１つのチャネルに関連付けられたオフセットを示すための手段とは、１つまた
は複数のアルゴリズムを実行する処理システム８１０と送信機８１５とを備え得る。たと
えば、上述されたように、処理システム８１０は、動作チャネル幅（Ｏｐ　ＣＷ）におい
て少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを決定し、そのＯｐ　ＣＷと独立
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に動作チャネルのセットを定義し得る。その後で、処理システム８１０は、少なくとも１
つのプライマリチャネルのロケーションと、動作チャネルのセットにおける少なくとも１
つチャネルのロケーションとを比較し、少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーシ
ョンを識別することを助ける動作チャネルのセットのうちの少なくとも１つのチャネルと
の関係で、第１のオフセットを決定し得る。その後で、送信機８１５が、第１のオフセッ
トを第２の装置に示すために、処理システム８１０によって実行され得る。あるいは、処
理システム８１０は、少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションと、動作チャ
ネルのセットにおける少なくとも１つチャネルのロケーションとを比較し、動作チャネル
のセットのロケーションを識別することを助ける少なくとも１つのプライマリチャネルの
ロケーションとの関係で、第２のオフセットを決定し得る。その後で、送信機８１５が、
第２のオフセットを第２の装置に示すために、処理システム８１０によって実行され得る
。別の例では、処理システム８１０は、各ビットが動作チャネルのセットのうちの１つの
チャネルを識別するビットマップに従って、動作チャネルのセットを定義し得る。いった
んビットマップが定義されると、処理８１０は、少なくとも１つのプライマリチャネルの
ロケーションを識別することを助けるビットマップの少なくとも１つのチャネルとの関係
で、第３のオフセットを決定し得る。その後で、送信機８１５が、第３のオフセットを第
２の装置に示すために、処理システム８１０によって実行され得る。
【００９１】
　[0099]本明細書で使用する「定義」という用語は、多種多様なアクションを包含する。
たとえば、「定義」は、解決、選択、選出、確立などを含み得る。さらに、本明細書で使
用する「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含し得るか、または帯域幅と呼
ばれることもある。
【００９２】
　[00100]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃおよびａ－ｂ－
ｃをカバーするものとする。
【００９３】
　[00101]上述された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフトウ
ェア構成要素、回路、および／またはモジュールなどの、それらの動作を実行することが
可能な任意の適切な手段によって実行され得る。一般に、図に示されたどの動作も、その
動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行され得る。
【００９４】
　[00102]本開示に関連して記載された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートもしくはトランジスタ論理
、ディスクリートハードウェア構成要素、または本明細書に記載された機能を実行するよ
うに設計されたそれらの任意の組合せを用いて、実施または実行され得る。汎用プロセッ
サはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセ
ッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセ
ッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数の
マイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００９５】
　[00103]１つまたは複数の態様では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れた場合、機能は、１つもしくは複数の命令もしくはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の
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媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしく
は他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコードを搬送もしくは記憶するために使用され得るし、コンピュータによってアクセス
され得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可
読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケー
ブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソ
ースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ
、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれ
る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディス
ク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジ
タル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およ
びブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。したがっ
て、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（た
とえば、有形媒体）を備えることができる。加えて、いくつかの態様では、コンピュータ
可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備えることができる。上
記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９６】
　[00104]本明細書で開示された方法は、記載された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは
、特許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正され得る。
【００９７】
　[00105]記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装された場合、機能は、１つまた
は複数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしく
は他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバ
イス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしくは記
憶するために使用され得るし、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体
を備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびブル
ーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。
【００９８】
　[00106]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備えることができる。たとえば、そのようなコンピュータ
プログラム製品は、本明細書に記載された動作を実行するために、１つまたは複数のプロ
セッサによって実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュー
タ可読媒体を備えることができる。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は
パッケージング材料を含み得る。
【００９９】
　[00107]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
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ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１００】
　[00108]さらに、本明細書に記載された方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によ
ってダウンロードおよび／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば
、本明細書に記載された方法を実行するための手段の転送を容易にするために、そのよう
なデバイスはサーバに結合され得る。代替として、本明細書に記載された様々な方法は、
ユーザ端末および／または基地局がストレージ手段をデバイスに結合するかまたは提供す
ると様々な方法を取得することができるように、ストレージ手段（たとえば、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）
を介して提供され得る。その上、本明細書に記載された方法および技法をデバイスに提供
するための任意の他の適切な技法が利用され得る。
【０１０１】
　[00109]特許請求の範囲は、上記に示された厳密な構成および構成要素に限定されない
ことを理解されたい。上述された方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な修正、変更および変形が行われ得る。
【０１０２】
　[00110]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、その基本的範囲から逸脱することなく考案され得るし、その範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための第１の装置であって、
　　第２の装置が前記第１の装置と通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　Ｃ
Ｗ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定することと、
　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義することと、ここで、動作チ
ャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置がそれを介して
前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションを変更することが許可され
る少なくとも１つのチャネルを備える、
　　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すことと
　を行うように構成された処理システムを備える、第１の装置。
　　［Ｃ２］
　動作チャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置が利用
可能なチャネルの数に基づいて定義される、上記Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ３］
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられた少なくとも１つのチャネルは、動作チャネルの前記セ
ットに関連付けられる、上記Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ４］
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられたどのチャネルも、動作チャネルの前記セットに関連付
けられない、上記Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ５］
　前記処理システムが、
　　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーショ
ンを識別するために、動作チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのチャネルに関
連付けられたオフセットを示すようにさらに構成された、上記Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ６］
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　前記処理システムが、さらに、
　　動作チャネルの前記セットのロケーションを識別するために、前記Ｏｐ　ＣＷにおけ
る前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションに関連付けられたオフセ
ットを示すように構成された、上記Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ７］
　前記処理システムが、
　　チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）を介して、動作チャネルの前記セッ
トのうちの前記少なくとも１つのチャネルの各々のロケーションを示すことであって、前
記ＣＡＢは動作チャネルの前記セットのうちの１つのチャネルを各ビットが識別する少な
くとも１つのビットを備える、示すこと、
　によって、動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すように構成された、上記
Ｃ１に記載の第１の装置。
　　［Ｃ８］
　前記ＣＡＢが１６ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちの１－
ＭＨｚチャネルを識別する、上記Ｃ７に記載の第１の装置。
　　［Ｃ９］
　前記ＣＡＢが８ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちのＸ－Ｍ
Ｈｚチャネルを識別し、ここで、Ｘは前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプラ
イマリチャネルの幅である、上記Ｃ７に記載の第１の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記処理システムが、
　　通信のためにイネーブルされたチャネルの数を指定するビットマップを示すことによ
って、動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すように構成された、上記Ｃ１に
記載の第１の装置。
　　［Ｃ１１］
　前記処理システムが、さらに、
　　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーショ
ンを識別するために、前記ビットマップによって指定された少なくとも１つのチャネルに
関連付けられたオフセットを示すように構成された、上記Ｃ１０に記載の第１の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記処理システムが、
　　前記ビットマップによって指定された各チャネルの帯域幅を示すことによって、動作
チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すように構成された、上記Ｃ１０に記載の第
１の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記処理システムが、
　　データ単位を送信するための前記第２の装置についての最大帯域幅を示すことによっ
て、動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すように構成された、上記Ｃ１に記
載の第１の装置。
　　［Ｃ１４］
　第１の装置におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　第２の装置が前記第１の装置と通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　Ｃ
Ｗ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定することと、
　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義することと、ここで、動作チ
ャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置がそれを介して
前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションを変更することが許可され
る少なくとも１つのチャネルを備える、
　　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すことと
　を備える、方法。
　　［Ｃ１５］
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　動作チャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置が利用
可能なチャネルの数に基づいて定義される、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられた少なくとも１つのチャネルが、動作チャネルの前記セ
ットに関連付けられた、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記Ｏｐ　ＣＷに関連付けられたどのチャネルも、動作チャネルの前記セットに関連付
けられない、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、動作チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのチャネルに関連
付けられたオフセットを示すことをさらに備える、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　動作チャネルの前記セットのロケーションを識別するために、前記Ｏｐ　ＣＷにおける
前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションに関連付けられたオフセッ
トを示すことをさらに備える、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　チャネルアクティビティビットマップ（ＣＡＢ）を介して、動作チャネルの前記セッ
トのうちの前記少なくとも１つのチャネルの各々のロケーションを示すことであって、前
記ＣＡＢが、動作チャネルの前記セットのうちの１つのチャネルを各ビットが識別する少
なくとも１つのビットを備える、示すこと、
　を備える、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記ＣＡＢが１６ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちの１－
ＭＨｚチャネルを識別する、上記Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記ＣＡＢが８ビットを備え、各ビットが、動作チャネルの前記セットのうちのＸ－Ｍ
Ｈｚチャネルを識別し、ここで、Ｘは前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプラ
イマリチャネルの幅である、上記Ｃ２０に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　通信のためにイネーブルされたチャネルの数を指定するビットマップを示すことを備
える、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、前記ビットマップによって指定された少なくとも１つのチャネルに関
連付けられたオフセットを示すことをさらに備える、上記Ｃ２３に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　前記ビットマップによって指定された各チャネルの帯域幅を示すことを備える、上記
Ｃ２３に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に前記示すことが、
　　データ単位を送信するための前記第２の装置についての最大帯域幅を示すことを備え
る、上記Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための第１の装置であって、
　　第２の装置が前記第１の装置と通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　Ｃ
Ｗ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定するための手段
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と、
　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義するための手段と、ここで、
動作チャネルの前記セットは、前記第１の装置と通信するために前記第２の装置がそれを
介して前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションを変更することが許
可される少なくとも１つのチャネルを備える、
　　動作チャネルの前記セットを前記第２の装置に示すための手段と
　を備える、第１の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記Ｏｐ　ＣＷにおける前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーション
を識別するために、動作チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのチャネルに関連
付けられたオフセットを示すための手段をさらに備える、上記Ｃ２７に記載の第１の装置
。
　　［Ｃ２９］
　動作チャネルの前記セットのロケーションを識別するために、前記Ｏｐ　ＣＷにおける
前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションに関連付けられたオフセッ
トを示すための手段をさらに備える、上記Ｃ２７に記載の第１の装置。
　　［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイントであって、
　　少なくとも１つのアンテナと、
　　処理システムであって、
　　　装置が前記アクセスポイントと通信することが許可される動作チャネル幅（Ｏｐ　
ＣＷ）において少なくとも１つのプライマリチャネルのロケーションを設定することと、
　　　前記Ｏｐ　ＣＷとは独立に動作チャネルのセットを定義することと、ここで、動作
チャネルの前記セットは、前記アクセスポイントと通信するために前記装置がそれを介し
て前記少なくとも１つのプライマリチャネルの前記ロケーションを変更することが許可さ
れる少なくとも１つのチャネルを備える、
　　　動作チャネルの前記セットを前記少なくとも１つのアンテナを介して前記装置に示
すことと
　　を行うように構成された処理システムと
　を備える、アクセスポイント。
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